
 
令和６年度 学生ボランテイア団体 掲載団体一覧（大学 50 音順） 

 
 
 

 団 体 名                                   大 学 等 名 
 

学生団体 Youth for Ofunato  青山学院大学 

めじろんおおいた見守り隊 大分県立芸術文化短期大学 

災害復興ボランティア部 ほ～ぷふる 畿央大学 

まちおこし研究会 札幌学院大学 

ワークキャンプ部 西南学院大学 

中央大学ボランティアセンター公認学生団体 面瀬学習支援 中央大学 

東北大学陸前高田応援サークル ぽかぽか 東北大学 

東洋大学公認サークル “学ボラ” 東洋大学 

薬膳・食育ボランティア部 中村学園大学 

社会連携センター学生ボランティア室 佛教大学 

MURP 武蔵野大学 

おもいやりサークル SMILY 明星大学 

Team 道草 山形大学 

立命館大学学友会登録団体 natuRable 立命館大学 



団体名

所属学校名

本拠地（所在地）

活動地域

活動領域１ 地域連携 活動領域２ その他

構成員数 12 名

目的及び
活動内容

現在の課題等

　　　代表者名

情報公開日： 令和 7 年 2 月 7 日

https://youthforofunato311.jimdo.com

野﨑彩矢

団体のホームページアドレス

『 三陸港まつり』では後継者不足が課題となっています。今後も企画運営のサポー
トを行い、学生ならではの力を活かして、再活性化に尽力することを目指します。そ
して、そのためにこれから先も継続的な活動ができる体制を整えます。また、より多
くの住民との交流を図るため、これまでアプローチできていなかった世代やコミュニ
ティへの働きかけに挑戦し、率直に地域住民の意見がうかがえるような環境形成に
も尽力します。

学生ボランティア団体紹介

活動領域３

「大船渡と私たちの未来のために」というビジョンと、「1.大船渡とつながる輪を広げ
る、2.大船渡の魅力を広く発信する、3.地域コミュニティの担い手を支援する、4.地
域社会が抱える課題に挑戦する」の４つのミッションを掲げ、岩手県大船渡市三陸
町越喜来地域を中心に地域のコミュニティにまつわる課題に取り組むこと、また地
域活性化を目指して、学生と地域住民の交流の実現を目的としています。地域で
行われている夏祭り『三陸港まつり』への運営参加、3 月の震災周年行事『未来を
灯そう』を地域住民と共催、高校生向け学習支援、ワークショップなどを実施してい
ます。

学生団体　Youth for Ofunato

青山学院大学

岩手県

東京都



団体名

所属学校名

本拠地（所在地）

活動地域

活動領域１ その他 活動領域２

構成員数 12 名

目的及び
活動内容

現在の課題等

　　　代表者名

情報公開日： 令和 7 年 2 月 6 日

	https://nodalab.themedia.jp/

野田佳邦（担当教員）

団体のホームページアドレス

現在のところ活動資金が無いため、交通費の支給や必要な備品の購入などもでき
ない点が切実な課題ですが、今後も地道な活動を継続しながら、新しいことにも
チャレンジしていきたいです。特に、当団体は啓発コンテンツの制作を得意としてい
ますので、それらの制作に関する環境の構築やコンテンツを披露するイベントの開
催などを実現できればと考えています。

学生ボランティア団体紹介

活動領域３

　「自分たちの利用するインターネットの安全は自分たちで守る」というコンセプトの
もと、大分県警察サイバー犯罪対策課から委嘱を受けた学生たちが、サイバー防
犯に関するボランティア活動を通じて安心・安全なネット社会に寄与する。
犯罪に繋がる投稿をパトロールして犯罪を未然防止するほか、悪質な著作権侵害
（海賊版）に関する対策活動、地域における情報セキュリティ啓発活動、サイバーセ
キュリティに関するオリジナル啓発アニメの創作など、警察や業界団体と協力しな
がら様々な手段を検討・実行し、ネット社会の安心・安全に貢献する。

めじろんおおいた見守り隊

大分県立芸術文化短期大学

大分県

大分県



団体名

所属学校名

本拠地（所在地）

活動地域

活動領域１ 地域連携 活動領域２ 環境

構成員数 11 名

目的及び
活動内容

現在の課題等

　　　代表者名

情報公開日： 令和 7 年 2 月 10 日

https://www.instagram.com/kio_hopeful/

藤井　岳

団体のホームページアドレス

部活として運営していますが上記の通り部員が少なく、部員募集をしているにもか
かわらず、学校内での認知が著しく低いため部員の人数が増えないという現状が
あり、できる活動にも限りがあることです。その他に石川県能登地方に災害ボラン
ティアに行くにも学校からの支援が乏しく交通費等の学生負担は厳しいので遠方
に行くのが厳しく、ボランティア部としてのメインの活動があまりできないということ
があげられます。

学生ボランティア団体紹介

活動領域３

私たち「ほ～ぷふる」は、主に災害復興ボランティアや地域のボランティア団体と連
携し、防災に関するボランティア活動を行っています。これまでには、2024年1月1
日に発生した石川県能登半島地震の被災地（七尾市、輪島市、珠洲市）を訪れ、
災害ボランティア活動を実施しました。また、地域のイベントにも積極的に参加し、
防災に関するミニ講演を行ったり、学校近隣のボランティア団体と協力して、防災
に関連するブースを出展しました。さらに、地域のボランティア団体と連携し、「避
難所」を想定した1泊2日の防災キャンプも実施しました。加えて、自分たちの学び
を深めるために、避難所運営ゲームを行ったり、家具の転倒防止講習を受講した
り、防災グッズや防災かるたを作成したりしています。災害は避けられない現実で
あるため、発生した際にはボランティア活動を通じて助け合い、日常からは少しで
も多くの備えと防災の知識を身につけるよう努めています。

災害復興ボランティア部ほ～ぷふる

畿央大学

大学周辺・災害のあった被災地

奈良県北葛城郡広陵町馬見中4丁目2－2

https://www.instagram.com/kio_hopeful/
https://www.instagram.com/kio_hopeful/
https://www.instagram.com/kio_hopeful/
https://www.instagram.com/kio_hopeful/
https://www.instagram.com/kio_hopeful/
https://www.instagram.com/kio_hopeful/
https://www.instagram.com/kio_hopeful/
https://www.instagram.com/kio_hopeful/


団体名

所属学校名

本拠地（所在地）

活動地域

活動領域１ 地域連携 活動領域２

構成員数 70 名

目的及び
活動内容

現在の課題等

　　　代表者名

情報公開日： 令和 7 年 2 月 7 日

http://www.machiken-sgu.com

西岡 光希

団体のホームページアドレス

現在の課題は、現在小樽市から支援金をいただいているが、毎年同じ金額が受理
できるわけではなく、3年間の機関で1年ずつ額が少しずつ減り、4年目からは団体
のみで活動を継続できるようにしなくてはない。また、今までよりも多くの町会の人
たちや学生たちとかかわりをもって、限られた資金の中でコミュニティの活性化の拡
大ができるかも課題である。

学生ボランティア団体紹介

活動領域３

小樽市内で地域コミュニティの活性化を目指し、様々な町会に出向いてイベントを
行っている。活動内容は高齢者に向けてスマホ教室を、学生や親子連れに対して
は地域いきいきプロジェクトという名前で地域のイベントの発案や運営を行ってい
る。冬には、坂が多く、高齢化が進む小樽市内の5町会で、孤独で大変というイメー
ジのある雪かきを、楽しみながら行ってほしいという思いで国際スポーツ雪かき選
手権という大会を行っている。参加者は社会人、高校生、中学生であり、主に地元
の学生たちを対象としており、地元の雪問題を知ってほしいという思いもある。

まちおこし研究会

札幌学院大学

小樽市

札幌市



団体名

所属学校名

本拠地（所在地）

活動地域

活動領域１ 福祉 活動領域２ 地域連携(交流)

構成員数 95 名

目的及び
活動内容

現在の課題等

　　　代表者名

情報公開日： 令和 6 年 9 月 11 日

http://www.instagram.com/workc.amp?igsh=b2p6ZXBxcjFtbjNu&utm_source=qr

小島　健士朗

団体のホームページアドレス

現在の課題としては、身体にハンディをもっている人々との関わり方である。自分た
ちで考えたレクリエーションでも、予想以上に施設の方々が難しいと感じてしまう場
合がある。また、外に出ることが困難な入所者の方々に対して、自分たちと同じよう
な生活の景色を見せることが困難である。サークル根本の問題としては人数不足も
ある。十分なボランティアを行うためにはそれ相応の人数も求められるのである。

学生ボランティア団体紹介

活動領域３ その他

私たちは、福祉系のボランティアサークルとして、サークル内で5つのグループに分
かれて異なった施設を訪問しています。児童養護施設や特別養護老人ホーム等、
子どもから高齢者までさまざまな人との交流を行っています。自分たちでレクリエー
ション等の療育や実践を行っていて、施設の方々が楽しめるような工夫をしていま
す。身体にハンディがあるような人たちが、いかに自分たちと同じような生活ができ
るかを考えながら、自分たちから率先して行動をすることを心がけています。また、
地域のイベントや、勉強を教えるようなボランティアも行っています。ボランティア先
でのたくさんの団体さんとの触れ合いを大切にし、地域活性化を目指しています。

西南学院大学ワークキャンプ部

西南学院大学

福岡県福岡市

福岡県福岡市早良区西新



団体名

所属学校名

本拠地（所在地）

活動地域

活動領域１ 地域交流 活動領域２ 被災地支援

構成員数 33 名

目的及び
活動内容

現在の課題等

　　　代表者名

情報公開日： 令和 7 年 2 月 10 日

https://www.chuo-u.ac.jp/usr/volunteer/

福嶋陸

団体のホームページアドレス

当団体の課題として、①現地活動の企画内容の見直し、②団体内部のオペレー
ション改善が挙がった。①については、面瀬地区ならではの特色を活かし、子ども
たちの成長を促せる内容への工夫が求められている。②については、コロナ禍以
降のメンバー不足により、情報や業務の偏り、モチベーション維持が懸念されてい
る。現在、これらの課題解決に向けて団員同士で議論を進めている。

学生ボランティア団体紹介

活動領域３

私たちは、「学校とも家庭とも違う、子ども達のための第3の居場所をひらく」という
理念のもと活動を行っています。先生や親という「教える・育てる」立場でもなく、友
達のような「仲間・対等」な立場でもない、お兄さん・お姉さんという「ナナメの関係」
を築きます。そして、子どもが第一に尊重され、のびのびと過ごすことができ、子ど
も達の本音をしっかりと受け止めることが出来る居場所を目指します。活動内容
は、地域の方や学校と連携しながら、宮城県気仙沼市面瀬地区の小学生・中学生
を対象に、宿題指導や自由遊び、レクリエーションを行っています。春、夏、冬の年
に3回面瀬地区に行き、1週間ほど滞在して活動を行います。

中央大学ボランティアセンター公認学生団体　面瀬学習支援

中央大学

宮城県気仙沼市

東京都

https://www.chuo-u.ac.jp/usr/volunteer/
https://www.chuo-u.ac.jp/usr/volunteer/
https://www.chuo-u.ac.jp/usr/volunteer/
https://www.chuo-u.ac.jp/usr/volunteer/
https://www.chuo-u.ac.jp/usr/volunteer/
https://www.chuo-u.ac.jp/usr/volunteer/
https://www.chuo-u.ac.jp/usr/volunteer/
https://www.chuo-u.ac.jp/usr/volunteer/


団体名

所属学校名

本拠地（所在地）

活動地域

活動領域１ 地域連携 活動領域２

構成員数 36 名

目的及び
活動内容

現在の課題等

　　　代表者名

情報公開日： 令和 7 年 2 月 6 日

なし

泉田瑞揮

団体のホームページアドレス

当団体は10年以上にわたり陸前高田市で活動を続けてきた結果、支援先での知
名度が向上し、「こういったこともお手伝いしてほしい」といった新たな依頼をいただ
くことも増えてきた。しかし一方で、活動費の大部分を助成金に頼っている現状があ
り、近年は助成金の獲得が思うように進んでいない。そのため、「支援先に頻繁に
足を運びたい」という思いは組織全体にあるものの、それが難しい状況となってい
る。

学生ボランティア団体紹介

活動領域３

当団体は岩手県陸前高田市を主な拠点として活動する。陸前高田市は東日本大
震災による人口流出や少子高齢化に加え、新型コロナウイルス流行による地域コ
ミュニティの希薄化や伝統行事の担い手不足が問題である。当団体はこれらの問
題の改善に向け、①コミュニティ形成支援、②地域活動の支援、③伝承・情報発信
の3つの軸を掲げ活動する。具体的な活動だと①高齢者向けのサロン活動や子ど
も向けワークショップ、②伝統行事や追悼イルミネーションイベントのお手伝い、③
スタディツアー、震災写真展の開催、SNSによる情報発信等が挙げられる。今年度
はコロナによる制限が緩和・撤廃されたため、活動頻度や参加人数を増やし、新規
活動も創出した。

東北大学陸前高田応援サークルぽかぽか

東北大学

岩手県陸前高田市

宮城県仙台市青葉区川内41



団体名

所属学校名

本拠地（所在地）

活動地域

活動領域１ 地域連携 活動領域２ 環境

構成員数 200 名

目的及び
活動内容

現在の課題等

　　　代表者名

情報公開日： 令和 7 年 2 月 13 日

http://www.instagram.com/toyo.gakubola/

豊田陽梨

団体のホームページアドレス

企画力が弱いところが課題だと感じています。ボランティアに対して、「募集してい
るものに参加する」という姿勢の学生が多いです。参加するだけではなく、実際に
ゼロからボランティアを企画・実行できるような団体になればさらに社会貢献度は
増すと思います。

学生ボランティア団体紹介

活動領域３ 国際

当団体は、気軽に参加できるボランティアの提供を目的としています。私達は、専
用のアプリを用いてボランティアの募集をサークル内で行なっており、アプリで参加
の申し込みをするので、自分の予定に合わせてボランティアに参加できます。この
ように、ボランティアに参加しやすい環境作りを心がけています。主な活動内容とし
ては、〝地域との交流”が中心となってくると思います。具体的には、「地域のお祭
りのお手伝い」、「地元の子供達との交流と外国籍の子供たちへの日本語支援」、
「地域の人々と体操を通じての交流」などです。

学ボラ

東洋大学

関東

関東



団体名

所属学校名

本拠地（所在地）

活動地域

活動領域１ 被災地支援 活動領域２ 地域連携

構成員数 150 名

目的及び
活動内容

現在の課題等

　　　代表者名

情報公開日： 令和 7 年 1 月 17 日

小松若菜

団体のホームページアドレス

　炊き出しボランティアは、安全でおいしい食事を届けることが一番です。そのため
には、衛生管理や栄養面、配食する際の盛り付けの工夫・コミュニケーションのと
りかた、限られた資源の中で調理をすることなど様々な視点から考慮して調理しな
ければなりません。しかし、日常生活においては、炊き出しをする機会はほぼゼロ
に等しく、被災してからこれらを初めて行うのはとても難しいと考え、避難訓練のよ
うに炊き出しも行う機会を増やしていくことが現在の課題であると考えています。
以上のことから薬膳食育ボランティア部は、前年度“炊き出しイベント”という炊き
出しの経験がある人を増やし、地域のネットワークをつくることを目的としたイベン
トを高校生を対象に開催しました。これまでに行ったイベントをマニュアル化し、今
後も継続していけるように引き継いでいくことが現在の課題です。

学生ボランティア団体紹介

活動領域３

　本学の栄養科学部・教育学部などの学生が中心となり、食と教育の面からボラン
ティア活動をしながら社会貢献をしていくことを目的としています。
　各ライフステージやライフスタイルに対応して、本学の薬膳科学研究所と連携し
ながら、現場の学校や公民館などで健康モデル食・日本型薬膳を中心とした食育
を実施しています。　薬膳科学研究所の教員や顧問である三成由美教授のご指
導のもと、疾病予防・健康増進に寄与する日本型薬膳を取り入れたメニューを考
案し、福岡県内各地域の公民館やで料理教室で活動しています。また、本学の霜
月祭では毎年薬膳カレーと腸を整える甘酒ゼリーを調理・販売し、食育活動の一
環としています。さらに、企業や市長町から依頼をいただき、学生主体でコラボ
レーション商品の開発、８年前の益城町での災害支援から始まり、災害時の炊き
出しボランティア活動も行っています。

薬膳・食育ボランティア部

中村学園大学・中村学園大学短期大学部

福岡県及び活動によってはその他地域

福岡県



団体名

所属学校名

本拠地（所在地）

活動地域

活動領域１ 福祉 活動領域２ 環境

構成員数 33 名

目的及び
活動内容

現在の課題等

　　　代表者名

情報公開日： 令和 7 年 1 月 22 日

https://www.bukkyo-u.ac.jp/institution/volunteer/

荒堀七音、大石敬太

団体のホームページアドレス

活動の認知度が低くいことが、現在の課題です。
毎月開催している「ボランティア相談会」に参加してくれる学生が少ないことや、イベ
ント等を実施した際に、「はじめて学生ボランティア室の活動を知った」と話してくれ
る学生が多くいることから、私たちの活動が広く認知されていないことが伺えます。
そのため、SNSの活用やボランティア情報を掲載したメールマガジンの配信を始め
るなど、最近では広報活動により力を入れています。

学生ボランティア団体紹介

活動領域３ 地域連携

私たち学生ボランティア室のスタッフは、ボランティアに関する情報を学生に提供
し、ボランティアを必要としている施設・団体とボランティア活動を希望する学生とを
繋ぐ役割を担っています。ボランティア募集に関するポスターの掲示やチラシの配
架を行うほか、学生スタッフがボランティアを希望する学生の相談に応じています。
ボランティアから得られる経験ややりがい、人とつながる素晴らしさ伝えるため、私
たち学生スタッフもさまざまなボランティア活動に参加しています。毎月実施してい
る定期ミーティングで、参加した学外ボランティアについての情報交換をするだけで
なく、自分たちでもボランティア活動を企画し、取り組んでいます。

社会連携センター学生ボランティア室

佛教大学

京都府

京都府



団体名

所属学校名

本拠地（所在地）

活動地域

活動領域１ 地域連携 活動領域２ 福祉

構成員数 156 名

目的及び
活動内容

現在の課題等

　　　代表者名

情報公開日： 令和 7 年 2 月 6 日

https://mu-regional.studio.site/

上野　隆太朗

団体のホームページアドレス

　活動をしていく中で「資金不足」が大きな課題となっています。私たちは会費を徴
収していないため、補助金に応募をしたり、地域の方から寄付を募ったりして資金
を調達しています。しかし、団体の規模が大きくなっていく中で、活動の規模も段々
と大きくなり、今ある財源で賄いきれなくなっているのが現状です。クラウドファン
ディングをはじめ、少しでも活動を持続可能なものにできるよう試行錯誤しながら取
り組んでいます。

学生ボランティア団体紹介

活動領域３ その他

　私たちMURPは、世代や地域の壁を飛び越えて、様々な人と人を団結させていき
たいという想いに共感したメンバーで結成された学生ボランティア団体です。「多世
代交流の促進をすること」「地域を飛び越えた人と人とのつながりをつくること」「安
心して暮らせる地域づくりを行うこと」の3つを活動の目的として掲げています。2022
年9月に開催された団地自治会主催の夏祭りに参加したことをきっかけに、地域課
題の解決を一つの目的としたイベントの企画・開催を行う自主開催、他団体主催の
イベントに運営サイドとして協力する運営協力、イベントに参加をすることによって
地域を盛り上げる参加協力の3つの形態で活動を行っています。

MURP

　武蔵野大学

東京都

関東



団体名

所属学校名

本拠地（所在地）

活動地域

活動領域１ 地域連携 活動領域２

構成員数 302 名

目的及び
活動内容

現在の課題等

　　　代表者名

情報公開日： 令和 7 年 1 月 29 日

http://www.meisei-u.ac.jp

宮川杏莉

団体のホームページアドレス

子供達にとって最高の「居場所」になるためにはまだまだ努力が必要だと感じてい
ます。子供達との関わり方や安全に活動ができるなどまだまだ課題が多いです。1
回1回の活動を通して新たに出てきた課題を次の活動で改善することができている
ので、日々の活動を通して課題点を無くして行きたいです。また、学生の「居場所」
となれるように企画や活動でより良いものを作り誰もがきやすい環境づくりをして行
きます。

学生ボランティア団体紹介

活動領域３

私たちスマイリーは、将来教員志望な人や子供が好きな人が集まり、子供達が過
ごしやすい環境を目指しています。また、学生同士の交流を通じて学年・学部を超
えて仲を深めて行きます。その中でも、日頃学校に行きづらい子供達にとってスマ
イリーが「居場所」となるように学生同士で協力しながら楽しめるものを考えていま
す。スマイリーは学生交流とおもいやり活動の2本柱で活動しています。毎週月曜
日のMTや毎月企画を行うことで、学生同士の交流を深めます。一方おもいやり活
動では子供達が楽しめるような準備を行なっています。年齢や季節に沿って遊び考
え、学生の発想豊かな考えを活用し、子供達が楽しめるように準備を行なっていま
す。

おもいやりサークルSMILY

明星大学

関東

関東



団体名

所属学校名

本拠地（所在地）

活動地域

活動領域１ 地域連携型 活動領域２

構成員数 120 名

目的及び
活動内容

現在の課題等

　　　代表者名

情報公開日： 令和 7 年 1 月 31 日

https://teammichikusa.wixsite.com/home

中鉢絢乃

団体のホームページアドレス

私たちの活動拠点である最上地域では、人口減少が大きな問題となっています。イ
ベントや学習支援などでお世話になっている金山町では、一昨年３校あった小学校
が１校に統合されてしまい、人口減少の現状を目の当たりにしました。私たちが出
来ることは非常に微力ですが、私たちの活動が少しでも地域活性化につながること
を願い、励んでいこうと考えています。

学生ボランティア団体紹介

活動領域３

Team道草は、学生の「やってみたい!」と地域の「やってほしい!」を結びつけ実現し、
地域活性化に繋げることを目指しているサークルです。主な活動としては、地域の
イベントのお手伝い、学習支援、高齢者向のお弁当配達、農業などがあります。ま
た、自分たちで企画運営を行い、地域の子供たち向けにお化け屋敷を開催してい
ます。以上の活動を通して、地域の方々と交流し最上地域の魅力や人のあたたか
さを感じるとともに、地域活性化に貢献出来たらなと考えています。

Team道草

山形大学

最上地域

山形県山形市小白川町

https://teammichikusa.wixsite.com/home
https://teammichikusa.wixsite.com/home
https://teammichikusa.wixsite.com/home
https://teammichikusa.wixsite.com/home
https://teammichikusa.wixsite.com/home
https://teammichikusa.wixsite.com/home
https://teammichikusa.wixsite.com/home
https://teammichikusa.wixsite.com/home


団体名

所属学校名

本拠地（所在地）

活動地域

活動領域１ 環境 活動領域２ 国際

構成員数 23 名

目的及び
活動内容

現在の課題等

　　　代表者名

情報公開日： 令和 7 年 2 月 6 日

https://www.instagram.com/naturable7?igsh=am5raWVobjJ4YmVp&utm_source=qr

飯塚　遥香

団体のホームページアドレス

現在、SNSや学校イベントにおいて広報活動を行っているが、日本国内でのミクロ
ネシア連邦の認知度が低いことが判明しました。これまでの活動に加え、国内での
ラジオやポッドキャストを通じて現地情報の発信や環境教育を行う予定です。また、
国内イベントにも積極的に参加し、ミクロネシア連邦に関する情報発信や当団体の
活動紹介を行い、認知度の向上に努めていきたいと思います。

学生ボランティア団体紹介

活動領域３ その他

当団体は、ミクロネシア連邦の廃棄物問題の解決に向けて活動している団体です。
課題解決に向け、国内活動と国外活動の2つの軸を中心に様々な活動を行ってい
ます。
1, 国内活動
・地域の児童館での環境教育
・JICAなどの専門機関への訪問
・SNSやAsia Weekを始めとしたイベントでの広報活動
2. 国外活動
・小学生向けの環境教育
・日本大使館や専門機関との意見交換
・現地の実情を把握するために社会調査
・現地大学生との交流　　等
国内、国外活動を通じて多面的に課題解決に取り組んでいます。

natuRable

立命館大学

京都府

京都府


